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１． 研究計画の概要 
(1)本研究の目的は、工学教育確立期より発
達期における建築教育の実態を探ることで、
工学および建築の認識、学の成立を解明する
ことにある。 
 日本における工学高等教育は、明治 6 年に
開学した工学寮（明治 10年より工部大学校）
を出発点とし、後を引き継ぐ帝国大学工科大
学へと受け継がれ、その後に設立された京都
帝国大学を始め、多くの高等教育機関により
支えられてきた。研究代表者は以前より高等
専門教育に関心を持ち、工部大学校・東京帝
国大学工科大学の教育課程に関する情報収
集を進めてきた。一方これらの研究を通して、
経済社会状況はもとより、旧制高等学校（高
等中学校）における工学基礎教育の重要性、
美術教育との相関性を探る必要性を強く感
じた。そこで本研究においては、第一高等学
校などの旧制高等学校、東京美術学校、京都
高等工芸学校などの専門教育機関との関連
を複合的にみることで、どのような人材によ
り、どのような教育がなされていたのか。何
を身につけることが出来たのか。教育からみ
ることで、当時共有されていた知識や技術が
明らかになると考える。この視点は従来の個
別研究では欠けていた部分であり、このこと
は、日本における建築教育学はもとより、さ
らには近代建築学、工学分野全体の大きな関
心事項であると考えられる。 
(2)研究の方法として、大きく以下の 3点が
挙げられる。 
①書き記された講義録、ノートの分析 
既に所蔵が明らかになっている講義ノー

トを対象として、書き起しを行った上で、内
容の分析を行う。 
②現物資料の調査 

実測図面、模写図、大工道具など当時作成
された、もしくは使用した資料の調査を行い、
実際に行われていた教育の実態を解明する。 
③関連する他機関での教育内容の解明 
各学校で毎年発行されていた『学校一覧』

をもとに講義内容の復元作業を行い、その上
で人的交流などを含め複合的にとらえ、当時
の建築学の発展過程を総合的に描く。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)平成 20 年度 
①本年度研究計画の作成 
 既存研究や資料所蔵機関の確認を行
い、今年度の研究計画を再検討した。 
②翻刻作業 
 東京帝国大学工科大学建築学科教授
関野貞による講義ノートの翻刻作業を
行い、内容の解明を進めた。 
③文献調査 
・工部大学校カレンダーや『帝国大学一
覧』をもとに、工部大学校、工科大学の
教育内容の再確認を行い、データベース
作成を行った。 
・『東京美術学校一覧』や年報をもとに、
東京美術学校など美術教育専門機関に
おける教育内容の分析、およびデータベ
ース作成を行った。 
④史料調査 
・伊東忠太、関野貞、塚本靖らによる戦
前期中国大陸の調査写真の整理、分析作
業を行い、データベースを作成した。 
・東京美術学校教授六角紫水史料の調査
を行った。 
・天理大学附属天理図書館にて東京美術
学校図案科教授である小場恒吉の調査
ノート、野帳類の史料調査を行った。 
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(2)平成 21年度 
①本年度研究計画の作成 
 昨年度実績を踏まえ、今年度の研究計画を
再検討した。 
②翻刻作業 
 東京帝国大学工科大学建築学科教授伊東
忠太による講義ノートの翻刻作業を行い、内
容の解明を進めた。 
③実測図面の整理分析 
 工科大学建築学科において明治期～昭和
初期に講義の一環で行われた実測調査図面
の内容の分析を進めた。 
④装飾模写図の整理分析 
 ③同様、工科大学建築学科において明治期
～昭和初期に講義の一環で行われた建築装
飾の模写図の電子化を行い、内容の分析を進
めた。 
⑤史料調査 
・東京大学教養学部駒場博物館において、旧
第一高等学校所蔵の図学教材の調査を行っ
た。 
・秋田県赤れんが郷土館にて東京美術学校図
案科教授である小場恒吉の学生時代のノー
ト、美術学校での講義資料などの史料調査を
行った。 
・旧工部美術学校所蔵史料のうち、石膏像に
関して旧備品台帳の分析を行い、現存石膏像
との関係性に関する検討を進めた。 
(3)平成 22年度 
①本年度研究計画の作成 
 昨年度実績を踏まえ、今年度の研究計画を
再検討した。 
②翻刻作業 
 東京芸術大学図書館所蔵の東京美術学校
生徒講義録、昨年度調査を行った小場恒吉の
講義録の翻刻作業を行った。 
③図学教本の整理分析 
 第一高等中学校、工部美術学校、工部大学
校などで使用されていたと考えられる図学
教本の分析を行った。 
④史料調査 
・日銀金融研究所所蔵の長野宇平治史料の調
査を行った。 
・旧工部大学校所蔵史料のうち、輸入大工道
具の調査を行った。 
・旧備品台帳のうち、画手本、写真帳などの
分析を行い、現存史料との照合、検討を進め
た。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進んでいる。 
（理由） 
 当初計画よりも、講義ノートの翻刻等史料
調査に時間がかかり、分析を充分に進めるこ
とができなかった。一方で大工道具など計画
当初には想定をしていない資料が新たに発
見された。これらの状況を踏まえ、適時研究

計画を修正、調整することで、研究活動を遂
行している。以上より、おおむね順調に進ん
でいると考えることができる。 
  
４．今後の研究の推進方策 
最終年度である 23 年度は、昨年度までの

成果を踏まえ、明治期の建築学教育における
特徴的な領域を中心に、近似する学問分野と
の比較を通して、分析成果を論文などにまと
めてゆく。 
(1)全体構図の設定と位置付けの再検討 
昨年度までの成果をもとに、全体構図を見

直し、本研究の位置付けを再検討する 
(2)補足調査 
(1)により補足が必要であると判断された

対象に関し、調査分析を行う 
(3)建築学における図学教育に関する分析 

本研究の主軸の一つとなる図学教育に関
して、論文などにまとめ発表する 
(4)建築学における工学基礎教育に関する分
析 
本研究の主軸の一つとなる工学基礎教育

に関して、論文などにまとめ発表する 
(5)全体の総括及びさらなる問題提起 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
〔雑誌論文〕（計 4 件） 
角田真弓「工学系研究科建築学専攻所蔵旧備
品台帳（二） 旧工部美術学校所蔵資料」『東
京大学史紀要』29号,2011.3,pp.67-86 
角田真弓「工学系研究科建築学専攻所蔵旧備
品台帳（一） 旧工部美術学校所蔵資料」『東
京大学史紀要』28号,2010.3,pp.65-83 
角田真弓「明治期工学教育における図学教育
の分析」『技術報告』,査読無,第 24 回東京大
学工学部・工学系研究科技術発会,2009.9, 
pp.105-108 
角田真弓「東京大学大学院関野貞資料」『す
まいろん』査読無,88号,2008.10,pp.58-59 
 
〔学会発表〕（計 0 件） 

 
〔図書〕（計 1件） 
関野貞研究会（藤井恵介、早乙女雅博、角田
真弓、大西純子、吉川聡）編集『関野貞日記』
中央公論美術出版,2009.2, 834pp. 
 
〔その他〕 
2010年日本建築学会賞（業績） 
「関野貞資料の調査・公開と東アジア建築文
化財学への貢献に関する一連の業績」（藤井
恵介、早乙女雅博、角田真弓） 


